
日時 平成２１年５月２１日（木） 午後７時～９時
会場 スペースＵ
企画運営 “人むすびの場”づくり企画運営チーム

第１１回テーマ
“１００人で本をつくる～ヒトの輪・表現法～”



人むすびの場”をともに創りませんか？

• 「むすひ（産霊）」とは、ものを生み出す力のことを表す古語です。場には、不思議
な力が宿ります。何かが生まれ行くエネルギーに満ちています。

• “人むすびの場”は、人と人の思い、能力・スキルを結び合わせ、創発のパワー
を発揮して、新しい共生（ともいき）の世界を切り拓いていく、つながりづくりの場を
意図しています。

• 私たちの世界は、「人と自然」「人と人」のつながりが薄くなり、様々な問題を抱え
ています。でも世の中には人財、知恵もそこかしこにあり、結び合うことで問題解
決のパワーも生まれてくるに違いありません。

• そのための、お互いの思いと知恵を分かち合う対話と創発の場をご一緒に創って
いきませんか？

• 場を活かし、つながりを創り、行動していきたい！ こんな思いをつなぎ、今まで
自分のやりたかったことに、さらに発展的に取り組むきっかけづくりにしていただ
けたらと思います。

• “人むすびの場”を、単なる勉強会や異業種交流会とは考えません。「生きがい」
とか「やりがい」とは何か、ちょっとしたことから世の中がよくなったら嬉しい・・・こ
のような思いを分かち合うことから、何かが変わることを信じている人々の集まり
にしたいと思います。

• 「人むすびの場づくり企画運営チーム」へも是非ご参画
ください。

・ 新しいアイデア・企画の提供などもろもろご意見をお待
ちします。



１９：００ ◆オリエンテーション 人むすびの場とは
“人むすびの場”づくり企画運営チーム 高重和枝

１９：０５ ◆スピーチ
「１００人で本をつくる～ヒトの輪・表現法～」

「ローカル・ビズカフェ」幹事
北海道新聞社東京支社
堤 智久さん

１９：４０ ◆人むすびカフェ
ファシリテーター 角田 知行さん

２０：５５ ◆本日のまとめ
２１：００ 終了

交流会（うさぎ）

プログラム



「１００人で本をつくる～ヒトの輪・表現法～」
ゲストスピーカー 堤 智久さん

●堤さんが、地域活性化に思いを馳せ始めたきっかけは、新聞社のビジネスモデルに危機感を感じたこと。デジタルやフリーペーパー
など多様な情報発信手段の高まりによる販売や広告の収益の落ち込みです。

●地方新聞社の役割の再考のなかで、新しいモデルの可能性として、地域社会に根ざした活動の中に、ヒントを発見できないかと発想。
●2000年に世代を超え地域の人をつなぐ「札幌ビズカフェ」を開始。オープンなコミュニケーションでヒューマンネットワークを拡大し、

ベンチャー企業の溜まり場、情報交流の場、とするとともに、学生など新しい世代の育成の場づくりが目的でした。以後、ＮＰＯ法
人として、「経営」「技術」「マーケティング」など研究会の開催などに組んでいます。

●2002年には「札幌マーケティング研究会（ほぼ研）」ができ、学生と社会人の共同研究の場となりました。ここでは、地方に暮らす社
会人との役割と学生の可能性を探求しています。ここで、「北海道限定カップラーメン日清のやきそば」も生まれました。

●2005年からは、地方社会人のSNS 「ローカル・メディア・ネットワーク」や学生とのコミュニティー「ローカルビズカフェ」の中核になり、
学生など若い世代との交流をメンバーと一緒に行い人のネットワークづくりを全国に広げています。

●コミュニティ活動の発表の機会として、一人では大変な本の執筆も１００人で協力したら…。そんな思いで始まったプロジェクトで誕生
した本「つたえびと」が出版され注目されています。 全国各地の地方紙などのメディア関係者が中心になり広範な参加者が関わって
います。

●一人が１万円を出して２ページを執筆。それを１００人集めて、１冊の本をつくる。そして１０００円の本を一人１０冊もらえる、という仕
組み。デザイン・編集・校閲などもすべてボランティア価格での運営で誕生しています。

【略歴】 （ローカル・ビズカフェ 幹事、北海道新聞東京支社広告局営業部 部次長）
静岡県焼津市出身。大学卒業後、始めて北海道へ。札幌ではじまった世代を超え
地域の人をつなぐ「サッポロビズカフェ・ほぼ研」活動経験をベースに、学生など若
い世代との交流をメンバーと一緒に全国に広げている。地方と地方、地方と東京
をつなぐ「人のネットワーク」づくりを行っている。「つたえびと」では、「ケニアで脳
天勝ち割り級の価値観転換～日本の成熟社会の本質を見抜け」を執筆。

「つたえびと」の出版は、コミュニティ活動の
発表の機会でした。第二弾の企画が進ん
でいます。皆さんもぜひ執筆者に！



人むすびカフェ
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本日の感想ー①

＊今日、どんな気づきがありましたか？

・エネルギーを出して発信する人に人が寄ってくる。
・つながると自分の考えが深まる。
・人と人とがつながろうとするとこをから生まれてくるものは“痛み”でした。

それは悪いことでなく、心地よいものだと思います。
・「つながること」と「なかよし」は違うんだな。つながると足し算でなく掛け算になる。
・プライベート／ビジネスを問わず、コミュニティ又はグループ／セグメントが与える
（意味の）影響は小さくないのではないか？と思いました。

・人がつながるは安心感を求めている。パートナーとしては責任を共有する。
・「人と人がつながろうとする」本質につき他人の意見を聞くことができて大変参考になった。
人間は自己実現に向かって絶えず成長する生きものである」マズローの欲求五段階説を
再認識した。

・共通項の少ない人とのつながりは、自分自身に新しい視点を与えてくれる。
・人は伝えたい、話したい欲求をもつ。
・つながらなくてもやっていけるのが都市生活者。
つながらないとやっていけないいなかの人。

・つながろうと思ったところからパワーが生まれる。



本日の感想－ ②

＊一番、印象に残ったこと（キーワード）はどんなことでしたか？

・本当はみんなつながりたいと思っているんだと感じ、 あたたかい気持ちになり
ました。
・聞き書きをしたい。普通の人の話が聞きたい。
・人と人がつながった後、別離する時泣けてくるのは“成長の痛み”
・成長する痛み 私も地球の一部。
・程よい距離感
・つながろうとする気持ち
・気づきと成長
・人とのつながりが波動になっていく
・「私も地球の一部」（和田さん談）
・つながるきっかけ→自らを発信
・多忙でも、別の活動をすることでウツにならなかった。



本日の感想－ ③

＊その他、よかったこと、残念だったこと、質問など、ご自由に。

・久しぶりに頭のリフレッシュができました。ありがとうございました。

・自己紹介のある会はたのしい。

・時間のたつのが早かったです！！あっというまでした話し足りないっ！！。

・濃い話ができました。この場がつながる「場」いろいろな場をつなげられればと思います。

・最後、締めようとした絶妙のタイミングで打ち切られたこと。（残念だったこと）

・ワールドカフェの手法に少し慣れました。

・２０分×３⇒３０分×２がよいのでは？

自己紹介５分＋スタート５分＋２周目（１０分）→これから本番なのに・・・。

・人間って本当につながる必要あるんでしょうかね？

本当はそういう欲求／本能ないような気もします。

・つつみさんのお話をもう少しお聞きしたかった。
・ ローカルメディアの可能性について勉強になりました。

皆さん、ご一緒に場をつくってくださってありがとうございました。


